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fJミ

き

別
の
機
舎
に
於
て
、
私
は
、
資
本
蓄
積
と
恐
慌
と
の
闘
聯
を
研
究
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
際
、
私
は
、
資
木
町
有
機
的
構
成
白
山
艶
化
無
膏
も

の
と
想
定
し
て
お
い
た
。
然
し
、
現
賓
の
資
本
蓄
積
の
過
桂
に
於
て
は
、
資
本
蓄
積
と
同
時
に
、
資
本
白
有
機
的
構
成
白
描
型
化
が
行
は
れ
て
ゐ
-
Q

P

で
あ
り
、
そ
こ
に
、
特
殊
の
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
本
稿
に
於
て
は
、
忍
は
、
専
ら
、
此
白
問
題
を
取
扱
ふ
う
も
り
で
あ
る
。

資
本
の
有
機
的
構
成
と
言
ひ
、
資
本
の
技
術
的
構
成
と
言
ふ
概
念
は
、
人
に
よ
ヲ
て
、
色
止
に
解
揮
さ
れ
て
ゐ
る
。
木
稿
で
は
、
生
産
に
要
ナ

る
生
産
手
段
量
の
抽
労
働
力
量
に
封
す
る
比
を
、
資
本
の
技
術
的
構
成
と
呼
ぴ
、
資
本
白
技
術
的
構
成
の
蝿
型
化
に
伴
ふ
資
本
の
債
値
構
成
田
慶
化

を
資
本
の
有
機
的
構
成
主
強
化
と
呼
ぶ
。
己
れ
は
、
決
し
て
、
マ
ル
ク
ス
の
そ
れ
等
の
概
念
に
よ
ヲ
て
意
味
せ
し
め
ら
れ
た
所
が
さ
う
で
あ
る

と
言
ふ
意
味
に
於
て
斯
〈
言
ふ
の
で
は
な
〈
し
て
、
木
稿
で
は
此
の
用
語
を
斯
か
る
意
味
に
於
て
用
ひ
る
と
言
ふ
だ
け
で
あ
る
。
言
ふ
ま
で
も
な

〈
、
資
本
の
債
値
構
成
は
、
右
白
意
味
に
於
け
る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
鑓
化
な
き
場
合
に
も
起
り
得
る
。
而
し
て
、
其
の
事
が
、
資
本
蓄
積
と

の
一
閥
聯
に
於
で
特
禄
の
問
題
を
提
供
ナ
る
。
然
し
、
そ
れ
等
は
、
右
白
意
味
に
於
け
る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
餐
化
の
件
ふ
諸
問
題
の
研
究
に
よ

ワ
て
、
大
鰻
蔽
は
れ
得
る
。
従
っ
て
、
輩
で
は
そ
れ
ら
の
研
究
を
消
略
ナ
る
。

以
下
、
紋
惑
を
簡
単
な
ら
し
め
る
匁
め
に
、
旦
て
前
稿
と
の
関
聯
を
明
曲
喝
な
ら
し
め
ん
が
鴛
め
に
、
前
稿
に
於
け
る
符
放
を
其
白
ま
ふ
嬰
跨

ナ
る
事
に
ナ
る
。
項
目
白
区
別
も
、
前
項
白
そ
れ
に
照
膝
ナ
る
も
の
で
あ
る
。



本

論

A
の
銑
遁
に
際
し
過
べ
た
所
の
理
由
に
よ
り
、
我
々
は
蕊
で
も
、
先
づ
、
消
費
手
段
の
種
類
色
、
生
産
手

段
の
そ
れ
も
、
各
々
車
に
一
種
類
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
我
々
の
問
題
を
分
析
す
る
。

釘
此
の
場
合
に
も
、
各
生
産
部
門
の
費
本
の
債
値
構
成
の
相
等
し
い
場
合
、
と
相
一
呉
れ
る
場
合
と
の
こ
つ
の
場

合
が
考
へ
得
ら
れ
る
の
で
め
る
が
、
ぞ
れ
の
相
異
れ
る
場
合
は
、
以
上
じ
於
て
、
我
々
の
展
開
せ
し
所
及
び
此
の

品
項
に
於
て
展
開
す
べ
き
所
、
の
外
に
は
何
等
問
題
を
提
供
し
な
い
。
従
っ
て
韮
で
は
専
ら
、
各
生
産
部
門
の
資

本
め
慣
仮
構
成
の
相
等
し
き
場
合
必
み
を
取
扱
ふ
に
止
め
る
。

A!' 今
.
生
産
事
情
並
び
に
生
産
旗
張
葱
・
が
し
川
項
の
そ
れ
左
同
一
で
あ
る
場
合
、
従
っ
て
、

戸吋

きさの凶

+
8
8
J
+
3
8
F
けさ
-g

田園

】

gqn，凶+臼吋印r+臼吋即日出
a
H回
目
白
号

で
め
る
場
合
、
衣
期
の
生
産
に
際
し
て
、
資
本
の
技
術
的
構
成
が
i
M

項
に
想
定
せ
ら
れ
し
所
と
は
異
h
J
、

り
も
高
経
化
し
、

a=Hお
・

2
日
記
・

3-H詰
・

3
H

事
f
h
p
-
J
H
-
事

1
1な
る
事
長
想
さ
れ

る
と
す
る
ο

然
る
場
合
に
は
、
貨
幣
、
消
費
手
段
及
び
生
産
手
段
の
債
値
構
成
決
定
の
基
準
と
し
て
、

7
山p
r
H
+

】

喧

喧

品

岳

]

{

]

戸

山
Y
申

緊
急
足
(
5
3
H

き
+
d
d
q
Z
3
2
2
2
M
H
-
き
+
d副
q
E
z
-
-
な
る
三
つ
の
方
程
式
が
奥
へ
ら

れ
る
事
に
な
る
。
従
っ
て
、

i-EL--次
と
な
り
、
各
生
産
物
の
債
値
構
成
は
、
い
づ
れ
も
、
山
中
ず

】
喧
・
由
回
目
。
。

剖
司

xgn
出乱
Txgx巴M
、
L
q回
目
】
坦
坦
】
き
と
な
る
。

ぞ

れ
よ

資
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由
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化
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資
本
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積
と
資
本
の
布
機
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構
成
目
出
型
化
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五

第
阿
波

七
四

ー今、

h
の
場
合
と
同
様
に
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
子
、
失
々
期
の
生
産
旗
張
牽
d
m
一
日
で
あ
一
る
と
す
る
な
ら
ば
、

印戸
H
(
れ

す

4
れ
す
)
中
で
あ
る
。
然
る
に
、
究
期
の
坊
の
の
生
産
手
段
、
は
、
嚢
に
一
不
し
に
る
如
く

Z
で
あ

る
か
ら
、
お
↑

lfl山
郁
子
∞
き
で
あ
る
P

従
っ
て
、
r
H
U
2
2・
3
H
凶
h
u
μ
】
で
あ
る
筈
は
で
あ
る
。
然
る
に
各

生
産
物
の
各
一
回
単
位
の
償
値
並
び
に
情
佑
構
成
は
嚢
の
計
算
に
よ
ち
既
に
知
ら
れ
た
る
所
で
あ
る
。
従
っ
て
、
次

期
の
生
産
物
の
債
値
構
成
は
、

..・4

-
P
H
ム

田

町

品

〉

〉

R

E

A

う

〉

Y

U

E

h

可

習

い
山
町
中

fd-HHA}，K
U
U

♂一hAWXザ
山

MdMaH川
'M2戸d一、

ー町

4ho汀
汀

d
占叫コ

4
3
0
一
、
、
J
J
D
3
3
A
2

I
I
1
c
o
-
5
4
t
}
「

J
a
i
-
i
l
k
-
H
q
E
炉

で
あ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
、
衣
期
の
生
産
旗
張
は
そ
れ
の
行
ば
れ
る
営
該
生
産
部
門
の
今
期
の
棒
剰
債
値

を
以
て
行
は
れ
る
も
の
と
想
定
す
れ
ば
、
第
一
生
産
部
門
に
於
て
は
S
E
E
-
+
g
F
J
だ
け
、
第
二
生
産
部
門
に

於
て
は

5
・
印
5
+
回
∞
-
u
b
♂
だ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
横
張
に
あ
て
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
期
の
生
産
物
の
債
値

底
分
並
び
に
今
期
の
生
産
物
に
脅
す
る
購
買
力
の
出
所
を
費
照
す
れ
ば
、

ー
品cocf+日叶串印hvf+】()DEJ+∞印印hvJ+印AFCFH串{)CC3+日叶AFEFVJ+】m()C♂+]回印印-vn凶

】印CCJ+】日印-白hvn目
+ω一日印dJ十回由EUhvJ+回目「MIns-oJ十∞印印トドJ+白品CY+日叶四♂十回∞uhv♂+日回目凶HJ

、
.
、
、
、
、
、

と
な
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
此
の
場
合
に
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
盤
化
は
、
何
等
、
生
産
過
剰
の
必
然
性
を

恒司

必
ず
み
4

、
ふ
、
。

f
b
7
L
 

貨
幣
の
作
用
を
無
視
す
る
限
り
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
知
何
な
ろ
控
化
も
、
何
等
、
生
産
過
剰
の
必
然
性
伝

伶
は
な
い
、
と
言
ふ
事
を
最
も
明
白
且
大
騰
に
主
張
し
た
の
は
、
ヅ
ガ
ン
で
あ
る
。
印
ち
彼
に
よ
れ
ば
、
「
も
し
例



へ
ば
或
生
産
部
門
に
於
い
て
機
械
が
崎
労
働
者
に
代
っ
た
と
す
れ
ば
、
崎
労
働
者
消
費
物
の
需
要
は
こ
れ
に
感
じ
て
減

退
す
る
。
ー
ー
し
か
し
そ
の
代
り
に
、
機
械
そ
れ
自
身
及
び
す
べ
て
機
械
の
維
持
に
必
要
な
も
の
即
ち
燃
粉
、
‘
右

油
の
需
要
は
そ
れ
だ
け
増
加
す
る
。
結
局
商
品
の
販
路
は
減
少
せ
や
、
需
要
3
れ
る
生
産
物
の
惜
質
の
鑓
化
が
起

る
だ
け
で
あ
る
。
か
〈
て
祉
曾
的
所
得
の
減
少
と
同
時
に
枇
曾
的
富
の
増
加
・
:
;
が
可
能
で
あ
る
o
」
「
一
般
的

法
則
と
し
て
、
枇
舎
的
生
産
が
釣
合
よ
〈
配
分
5
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
消
費
の
減
退
も
、
消
費
物
需
要
の
減
退

も
、
市
場
に
於
て
何
等
需
要
に
劃
す
る
供
給
の
過
剰
を
惹
起
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
」
'
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
所
が

比
誌
と
は
全
保
反
封
の
誕
肝
属
〈
行
J

は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
、

ヅ
ガ
ン
滑
に
封
し
で
も
比
の
鮎
に
閲

し
、
色
々
の
批
判
が
誠
み
ら
れ
て
ゐ
る
。

ツ
ガ
ン
品
川
の
考
へ
方
に
全
然
皮
寸
る
説
と
し
て
先
づ
考
へ
ら
れ
る
も
の

は
、
生
産
手
段
と
消
費
手
段
と
の
問
に
何
等
か
一
定
の
聞
係
の
あ
る
事
、
然
し
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
経
化

は
消
費
財
に
劃
す
る
需
要
を
比
械
的
に
減
少
せ
し
め
る
事
、
を
莫
然
な
が
ら
立
論
の
根
醸
と
し
て
信
じ
て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
「
坐
産
土
の
諸
能
性
は
、
(
そ
れ
で
生
産
さ
れ
る
生
産
物
の
販
責
さ
れ
得
る
限
度
ぞ
顧
慮
す
る
事
な

〈
、
)
軍
に
ヨ
リ
多
〈
の
債
値
を
生
産
す
る
矯
め
に
利
用
さ
れ
る
。
:
'
:
(
然
し
な
が
ら
)
、
商
品
の
販
買
な
る
も

の
は
、
:
:
:
:
祉
舎
一
般
の
消
費
的
需
要
に
依
つ
て
は
制
限
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
寧
ろ
成
員
の
大
多
数
が
常
に

貧
困
な
版
態
に
あ
ろ
こ
と
、
且
つ
め
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
特
徴
と
す
る
一
世
舎
の
消
費
的
需
要
に
依
っ
て
、

制
限
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」

「
商
接
的
搾
取
の
上
諸
傑
件
と
、
格
取
賃
現
上
の
諸
傑
件
と
は
、
同
じ
で
な
い
0

・
・
:
前
者
は
批
舎
の
生
産
力
に
侠
つ
て
の
み
制
限
さ
れ
、
後

資
本
蓄
積
と
資
木
の
有
機
的
構
成
白
雪
化

策
問
披

第
三
十
七
巻

五
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資
本
蓄
積
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
餐
化

五
一
一
回

第
三
十
七
巻

第
四
就

七
六

者
は
相
異
づ
た
生
産
諸
部
門
聞
の
相
互
比
例
と
祉
舎
の
消
費
力
止
に
依
う
て
制
限
き
れ
る
。
然
る
に
、
こ
の
社
舎
の
消
費
力
な
る
も
の
は
、
紹
白
封

的
の
生
産
力
に
依
づ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ま
た
精
斡
的
の
消
費
力
に
侠
ヲ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
も
な
〈
、
寧
ろ
社
舎
に
於
け

る
大
壊
の
消
費
を
ば
、
多
か
れ
少
な
か
れ
狭
隆
な
限
界
内
に
於
い
て
の
み
費
じ
得
る
一
の
最
低
限
度
に
縮
少
せ
し
む
る
封
抗
的
白
間
分
噂
情
を
基

礎
と
ナ
る
と
こ
ろ
の
消
費
カ
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(
夏
ら
に
そ
れ
は
、
蓄
積
の
衝
動
;
:
:
ー
に
依
ワ
で
も
制
限
古
れ
h
)
1
「
資
本

制
生
産
の
艮
町
制
限
は
資
本
そ
の
も
の
で
あ
る
。
換
言
ナ
れ
ば
、
資
本
並
び
に
そ
の
向
己
増
栂
が
、
生
産
の
起
魁
及
び
終
結
を
し
て
、
動
機
及
び

目
的
と
し
て
現
れ
る
と
V

ふ
こ
と
、
住
産
は
資
本
町
た
め
の
生
産
に
過
U

ぜ
な
い
の
で
あ
ワ
て
、
一
民
封
に
生
産
手
段
は
生
産
者
た
ち
の
枇
舎
の
た
め

に
生
産
相
引
程
を
不
断
に
強
大
形
成
す
る
矯
め
の
単
な
る
手
段
で
は
な
い
事
、
こ
れ
が
資
本
制
生
産
の
員
の
制
限
で
あ
る
。
生
産
者
大
衆
の
所
有
刺

股
と
縦
乏
化
と
を
基
礎
と
ナ
る
資
本
僚
艦
の
保
存
及
び
晴
舗
に
射
し
で
置
か
れ
亡
ゐ
る
所
の
諸
制
限
は
、
斯
:
レ
て
、
資
本
が
晶
、
れ
内
円
一
身
の
目
的

の
た
め
に
臨
月
せ
恥
町
九
ら
ぬ
」

t
y
時、

E
円
J

、
品
選
¢
無
制
限
的
拡
大
に
、
生
産
め
た
め
の
生
産
に
、
勢
働
の
祉
舎
的
生
産
力
の
無
傑
件
的

費
達
に
向
ワ
て
直
遣
す
る
と
こ
ろ
の
生
産
上
白
諸
方
法
と
、
不
所
に
衝
突
す
る
こ
と
L

た
る
o
」
「
宛
ら
祉
曾
の
精
艶
的
消
費
能
カ
だ
げ
が
限
界
で

あ
る
か
白
知
〈
に
し
て
、
生
産
力
を
後
民
せ
し
め
ん
と
ナ
る
資
本
制
生
産
自
衝
動
に
比
較
し
て
考
へ
た
大
衆
の
貧
困
及
び
消
費
制
限
が
、
常
に
凡

ゆ
る
現
貫
的
恐
慌
の
絡
局
的
原
因
と
な
ヲ
て
ゐ
制
o
」
「
消
費
が
制
限
さ
れ
て
ゐ
る
の
は
、
人
口
の
最
大
部
分
、
即
ち
努
働
者
人
口
が
そ
の
消
費
を

極
め
て
狭
い
限
芥
内
で
の
品
増
大
し
得
る
か
ら
で
あ
り
、
他
方
で
は
ま
た
資
本
主
義
が
後
達
す
る
に
比
例
し
て
、
勢
働
に
嚇
到
す
る
需
要
は
縞
劃
的

に
は
靖
ナ
が
、
相
当
的
に
は
減
少
す
る
か
、
b

で
あ
ふ
40

」
「
過
剰
生
産
は
、
特
に
、
資
本
の
一
般
的
生
産
法
則
を
保
件
と
し
て
持
て
即
ち
、
生
産

諸
力
の
あ
る
だ
け
生
産
す
る
こ
と
、
言
ひ
換
へ
れ
ば
、
現
存
の
市
場
の
限
界
宇
支
梯
能
力
あ
る
需
要
の
限
界
を
願
み
ず
に
、
一
定
白
資
本
量
を
も

っ
て
最
大
可
能
の
勢
働
量
を
捧
取
し
、
且
ツ
そ
白
ト
事
を
再
生
産
の
不
断
の
搾
取
と
蓄
積
と
に
よ
っ
て
・
・
:
・
遂
行
す
る
事
の
可
能
な
だ
け
生
産
す

る
こ
と
、
同
時
に
一
方
、
生
産
者
大
衆
は
、
諸
欲
望
の
平
崎
的
穏
度
に
制
限
さ
れ
て
居
り
、
資
本
主
義
的
生
産
の
基
礎
に
従
っ
て
制
限
さ
れ
て
を

こ
れ
等
を
傑
件
と
し
て
持
ヲ
て
ゐ
る
o
」

b
ね
ば
な
ら
ぬ
ζ

在、

U
Y

グ

ス

は

大

健

斯

う

し

た

立

場

に

立

っ

て

ゐ

る

も

の

と

思

は

れ

る

。

此

の

詑

は

7

Y
ク

ス

纏

承

者

に

よ

っ

τ愈
々
明
瞭
に
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
、
ヵ
ウ
ツ
キ

l
q経
替
の
不
断
の
増
大
、
生
産
の
不
断
の
讃
張
は
、
資
本

案
内
生
産
方
法
に
於
て
は
:
:
:
・
資
本
家
階
級
に
と
っ
て
は
一
つ
の
生
存
傑
件
で
あ
る
。
j
:
:
し
か
し
、
そ
の
た
め
白
議
備
傑
件
は
、
そ
れ
に
棺

と

言

へ

る

場

合

の

マ

感
じ
た
市
場
の
披
設
で
あ
る
。
.

-
し
か
も
資
本
家
的
生
涯
は
、
勢
働
大
衆
が
交
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
り
、
即
ち
彼
等
の
肺
労
働
力
の
債
値
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を
ま
ナ
ま
す
下
落
さ
せ
ね
ば
平
ま
な
い
か
、
b

・
労
働
大
衆
は
彼
等
の
生
産
物
向
惜
の
巾
弘
山
、
b
ま
す
ま
す
僅
し
か
買
ふ
己
主
が
出
来
な
〈
な
計
」
主
言

ひ
、
プ
レ
プ
ス
説
本
は
、
「
資
本
主
義
白
準
化
は

機
械
及
び
生
崖
方
法
が
不
断
に
革
命
化
さ
れ
る
と
と
に
あ
る
。
こ
れ
ら
心
強
化
・

-
・
(
に
上

つ
亡
)
生
き
た
拙
労
働
力
は
機
械
に
依
ワ
て

:
・
置
き
代
へ

b
れ
る
。

か
く
し
て
労
働
者
大
衆
は
絶
え
ず
仕
事
か
ら
投
げ
出
さ
れ
:
一
-
・
:
る
。
:
・
:
:

而
も
こ
れ
主
同
時
に
、
帥
労
働
の
生
産
力
は
飛
躍
的
に
増
大
す
る
。
か
く
し
て
大
衆
は
彼
等
自
身
の
生
産
に
か
ふ
る
商
品
・
・
・
・
を
、

る
こ
と
が
い
よ
い
よ
出
来
な
く
な
る
。
し
と
言
ひ
、
河
上
博
士
は
「
勢
働
の
生
産
力
の
増
進
、
従
っ
て
V

白
相
封
的
減
少
-
-
:
・
は
、
必
然
的
に
-

講
賀
し
消
費
ナ

生
産
南
部
門
の
比
例
関
係
を
破
る
こ
と
に
な
る
。

-
E

前
者
は
後
者
を
媒
介
と
し
て
、
資
本
家
的
な
生
産
閥
係
と
、
そ
の
も
と
に
費
展
せ
る
生
産

そ
の
根
本
的
た
原
因
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
」
何
と
な
れ
ば
、
「
生
産
せ
、
b
る
ふ
生
産
手
段
の
債

値
量
の
増
加
は
必
然
的
に
、
消
費
子
段
の
債
他
量
的
増
加
を
件
ふ
J
V

」
換
一
言
目
す
れ
ば
よ
生
産
的
に
消
費
せ
、
b
る
ふ
生
漆
手
段
の
債
値
量
の
増
加
は
必
然

い
け

的
に
、
消
費
手
段
の
債
値
量
の
増
加
を
伶
ふ
」
も
の
で
あ
る
か
ら
、
と
い
ひ
、
猪
俣
氏
は
「
恐
慌
論
に
あ
っ
て
は
、
資
本
家
内
競
争
が
章
一
婆
た
役
割
を

力
と
の
衝
突
の
具
健
的
た
表
現
た
る
恐
慌
に
と
ヲ
て
、

J

町、「

F
3
o

h
o
-
4
 
続
哨
ず
は
、

-
2
t
p
f
?正
-
L
:
L
〈

町一一
r
N
U品
川
グ
一
以
竺

EE--H山
1

時
効
つ
主
主
配
一

E
Lハ
J
f
日
し
ム
け
る
と
也
、
ご
.
ま
に
う
t

づ
時
人
リ
艶
T
t
t
b
f寸

hUtu-o堅
苦
い
k

e

f

i

t

J

I

J

A

i

-

J

:

L

l

↑一，
J
t

一一]一ノ
6

メ

b

僻白日↑
b
T
E
"

、f
l
n
f
'
イ
a
l
l
-
F
告
別

S
U
E
-
f

を
栂
針
的
に
減
少
せ
し
め
る
o

資
本
の
構
成
の
高
度
化
は
、

一
方
で
は
利
潤
容
の
低
下
と
な
っ
て
現
れ
、
競
争
的
な
資
本
家
を
し
て
必
然
陀
賃
銀
を

闘
世
迫
せ
し
め
る
と
同
時
に
、
生
産
繍
張
の
滑
川
め
白
生
産
繍
張
を
品
開
義
な
〈
き
せ
る
。

か
〈
し
て
、
社
曾
的
生
産
力
は
、
不
可
準
的
に
、

此
の
階
級
的
濁
立
に
根
ぎ
ナ
矛
盾
撞
着
は
、
恐
慌
と
な
ワ
て
爆
賛
す
る
L
と
言
ひ
、
奥
田
氏
は
「
生
産
手
段

の
生
産
部
門
は
資
本
家
相
互
間
の
購
買
に
よ
り
市
場
が
抜
大
さ
れ
.
或
る
程
度
迄
消
費
資
料
の
生
産
部
門
ぞ
h
d

濁
立
に
設
展
す
る
が
、

階
級
枇
曾
の

限
定
さ
れ
た
消
費
力
以
上
に
増
大
す
る
。

結
局
そ
の
地

大
な
生
産
手
段
は
消
費
資
料
の
生
産
部
門
に
於
て
生
産
的
に
消
費
さ
れ
、
夏
に
危
大
な
消
費
資
料
が
麗
ら
さ
れ
る
が
、

そ
の
主
要
な
購
買
者
た
る
勢

働
者
大
衆
の
消
費
カ
は
狭
い
限
界
内
に
閉
ぢ
込
め
ら
れ
る
。
主
一
吉
ふ
白
は
、

:
(
資
本
家
枇
曾
に
於
で
は
〉
抽
労
働
者
は
単
に
自
己
の
生
活
の
維
持

に
直
接
必
要
な
生
活
資
料
を
買
ひ
得
る
錨
間
内
に
賃
銀
を
制
限
さ
れ
て
居
り
、
而
も
資
本
家
に
利
潤
を
驚
ら
ナ
限
り
に
於
い
て
の
み
一
層
傭
き
れ
る
の

で
あ
φ
か
b
、
利
潤
追
求
上
資
本
の
有
機
的
組
成
が
高
度
化
さ
れ
る
に
比
例
し
て
相
封
的
に
賃
銀
は
減
少
し
、
盆
立
労
働
者
の
消
費
能
力
仕
狭
陸
な

ιし
め
ら
れ
る
。
こ
L

に
於
て
消
費
貸
料
白
過
剰
生
産
、
並
び
に
そ
の
内
に
含
ま
れ
た
生
産
手
段
の
過
剰
牛
産
、
従
っ
て

一
般
的
過
剰
生
産
を
惹
き

資
木
蓄
積
主
資
本
白
有
機
的
構
成
の
描
型
化

第
三
十
七
巻

第
四
披

五
二
五

七
七
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資
本
蓄
積
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
盤
化

起
し
、
恐
慌
現
象
が
現
れ
て
容
。
己
と
言
う
て
活
ら
れ
る
。
此
の
設
は
、
暴
に
遁
ベ
ロ
様
に
、
其
の
立
論
の
根
底
に
二
つ
の

第
三
十
七
巻

五
二
六

第
四
拡

七
八

偲
定
|
|
一
、
生
産
手
段
と
消
費
手
段
と
の
聞
に
何
等
か
一
定
不
謹
の
聞
係
の
あ
る
事
、
二
、
資
本
の
有
機
的
構
成

の
高
級
化
は
、
消
賓
財
に
罰
す
る
需
要
ぞ
比
械
的
に
減
少
せ
し
め
る
事
、
の
二
つ
の
恨
定
が
置
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

り
、
而
も
此
の
二
つ
は
雨
立
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
前
者
の
慌
定
は
屡
々
言
葉
の
上
で
否
定
さ
れ

τゐ
る
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
無
b
d

限
h
ノ
、
生
産
寺
段
の
増
加
は
や
が
て
泊
費
手
段
の
増
加
伝
来
す

2
一一一一μ
ふ
議
論
は
成
ち
立
わ
い
な
い

。〉

，j:1 
/) 

21: 
じ〉

G:} 

ら
れ
〆E

F艮

U
F静
ヰ
司

ι
L
1
h毛
η
川
市
川

h
k
，y
m川
市
翠
十
除
去
-
一
t
h
d
z
J
わ

む

ら
J
O
O

一

E
q
J
i
d
i
f
i
i
t
j
;
t
-
E
l
i
-
《

所
で
此

の
前
者
の
暇
定
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
の
結
果
、
生
産
物
の
一
軍
位
営
、
り
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手

段
の
量
の
増
加
す
る
限
り
、
成
立
し
得
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
実
の
場
合
に
は
、
同
一
量
の
消
費
手
段
を
生
産
す

る
に
要
す
る
生
康
手
段
の
最
自
韓
が
増
加
す
る
の
で
あ
り
、
此
の
理
由
に
よ

ι生
産
手
段
の
増
加
は
何
等
消
費
手

段
の
生
産
増
加
を
件
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
〔
轟
に
本
項
の
始
め
に
掲
げ
た
る
表
式
参
照
)
。
第
一
の
暇
定
は
、
斯
〈
の
如

き
場
合
に
は
成
立
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
は
、
他
の
場
合
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
必
十
し
も
誤
謬
で
は
な

ぃ
。
帥
ち
今
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
が
行
は
れ
で
も
、
生
産
物
の
一
単
位
営
り
の
生
産
に
要
す
る
生
産

手
段
の
量
に
麗
化
が
無
い
も
の
と
す
れ
ば
、
第
一
の
般
定
は
其
の
ま
う
妥
営
す
る
。
郎
も
例
へ
ば
、
資
本
の
技
術

的
構
成
芯
の
項
に
想
定
せ
し
所
よ
;
高
級
化
し

J
L・
3
1
{
日
目

J
u
γ
M
H
i
記官民
H
山
1

・
-wuu

転

守
山
-
J

と
な
る
と
す
る
。
然
る
場
合
に
は
、
貨
幣
、
泊
費
手
段
及
び
生
産
手
段
の
債
値
構
成
決
定
の
基
準
と
し
て
、

7
十
J
+
点
れ
x
g
J
(
同
十
臣
、
)
唱
守
山
一

'l山
burg(】十回目、)ヨ
-JHん
γ
-
+
間
引
x
u
E
(同
士
臣
、
)
な
る
三
つ
の
方
程
式
が
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輿
へ
ら
れ
る
事
に
な
り
、
従
っ
て
、

-
J
U
Y
F
L
W
E
r
-
-
】雲
w
h

で
あ
り
、
各
生
産
物
の
債
値
構
成
は
い
づ
れ
も
、

中
I

山
郁
3

お
u
r
J
W
E
、H
g
c
H
Z
き
と
な
h
、
資
本
の
借
値
構
成
は
、

Lm

の
場
合
の

T
H
T
H
h
 
か
ら
、

g
p
n
H
Z
I
h
-
-
M
2
き
印
に
盤
化
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
此
の
場
合
、
h
の
場
合
'
F
」
同
様
に
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
す
、
・
次

々
期
の
生
産
横
張
卒
は
四
百
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

f(ず
十
七
日
)
ね
で
あ
る
。
従
っ
て
、
次
期
の
潟
め

の
生
産
手
段
が
ん
以
の
場
合
と
同
様

gGG
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
次
期
の
生
産
物
は
、

g
H
室町
E
Y
Z凶

HM空
白
で
め
る
。

剖
ち
、
費
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
に
も
か
〉
は
ら
や
、
生
産
手
段
封
消
費
手
段
の
比
率
は
全
然
同
一
で
あ

る
。
(
若
し
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
」
共
に
生
産
物
の
一
単
位
営
り
の
生
産
仁
要
す
る
生
産
手
殿
山
量

が
減
少
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
消
費
手
段
の
生
産
手
段
に
関
す
芯
此

J1
資
料

η
向
指
摘
灼
称
茂

21両
現
仁
l

七、

一，J
7
↑
(
;
4
4
〆

Bi--〈
一
『
4
4
d
E
!
こ〆

増
加
さ
へ
す
る
で
あ
ろ
っ
)

3

従
っ
て

?
y
ク
ス
詑
の
根
底
に
置
か
れ
て
ゐ
£
第
一
の
偲
定
、

l
|生
産
手
段
と
消

費
手
段
と
の
聞
に
何
等
か
一
定
の
闘
係
を
議
想
す
る
事
ー
ー
は
、
全
然
許
さ
れ
難
さ
わ
け
で
は
無
い
。
然
し
、
此

の
場
令
に
は
、
正
に
費
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
に
も
か
か
は
ら
や
‘
生
産
手
段
と
消
費
手
段
と
の
聞
の
比
率

の
盤
化
せ

.5
る
如
き
場
合
が
想
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
故
に
、
消
費
手
段
に
謝
す
る
需
要
も
そ
の
供
給
の
増
加
と
同

様
に
増
加
し
‘
そ
の
責
措
煙
、
り
を
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
帥
ち
嚢
の
例
に
つ
い
て
一
言
へ
ば
、
次
期
の
生
産
物
の
債
値

慮
分
、
並
び
に
次
期
の
生
産
物
に
針
す
る
購
買
力
の
出
所
の
封
照
表
式
は
、
今
、
蹟
張
再
生
産
が
そ
れ
の
行
は
れ

る
蛍
該
生
園
屋
部
門
の
齢
剰
憤
値
を
以
っ
て
行
は
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、

ー
民
自
白

'an-
十
臼
8
4
h
r
J
+
H
C
に
・
∞
J
M
J
T
C
J
H
叶

v
v
J
+
由

()~vrmH
串
山
岳
山
・
?
回
l

守
口
一
志
ア
V
3
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C
h
s
・
山
♂
+
ロ
品
目
レ
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資
本
蓄
積
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
同
型
化
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三
十
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第
四
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資
本
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と
資
木
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機
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構
成
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型
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宇
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と
な
る
の
で
あ
り
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
統
化
に
も
か
か
は
ら
守
、
生
産
手
段
k
消
費
手
段
と
の
比
率
の
麓

化
せ
。
さ
る
場
合
に
も
、
消
費
手
段
生
産
部
門
に
買
残
り
を
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
尤
も
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の

高
級
化
に
も
か
か
は
ら
子
、
生
産
手
段
と
消
費
手
段
と
の
比
率
の
量
化
し
な
い
様
な
場
合
は
、
事
質
上
は
極
め
て

稀
で
あ
ら
う
。

ア
川
リ
ン
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
の
行
は
れ
る
ん
相
場
に
闘
し
て
、
「
注
意
探
い
刷
用
剖
は

火
刀
知
-
き
も
乃
ら
ι
生
白

-

{

干

(

ノ

一

6

即
ち
町
生
産
手
段
の
増
加
は
、

泊
費
手
段
量
の
増
加
ら
ι

悲
旭
し
、
間
期

t
の
畑
町
F
M

増
加
は
同
時
に
是
等
の
消
費
手
段
に
封
す
る
新
な
る
需
要
を
造
り
出
す
・
:
・
そ
の
結
果
と
し
て
、
間
生
産
手
段

の
生
産
の
一
定
の
航
態
に
於
て
は
、
消
費
手
段
の
全
く
一
定
の
航
態
一
か
照
雁
す
る
己
主
言
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は

全
〈
、
斯
〈
の
如
き
稀
な
る
場
合
を
一
般
的
な
も
の
と
誤
認
し
た
の
に
よ
る
も
の
と
思
は
れ
る
。

ロ

1
ザ
は
稿
異
っ
た
論
貼
か
ら
、

ツ
ガ
ン
設
を
批
判
し
て
ゐ
る
。
日
〈
、
「
(
責
本
の
高
級
化
が
あ
れ
ば
)
必
然

的
に
、
費
本
化
さ
れ
た
剰
傍
償
値
の
c
と
v
と
の
聞
の
割
営
に
不
断
の
盤
化
が
生
中
る
。
然
し
、
(
孤
立
せ
る
資
本

家
枇
舎
を
採
っ
て
見
る
限
り
)
;
:
:
:
資
本
家
は
決
し
て
こ
の
割
営
を
任
意
に
行
ひ
得
る
地
位
に
は
な
い
。
何
と

な
れ
ば
、

J
E
-
-
-
資
本
化
さ
る
べ
き
剰
憐
債
値
の
不
麗
資
本
と
、
可
麓
資
本
と
へ
の
ぞ
の
都
度
の
割
営
、
並
ぴ
に

第
一
部
門
と
第
二
部
門
と
の
聞
の
追
加
生
産
手
段
と
(
峠
労
働
者
の
)
消
費
資
料
と
の
割
営
は
、
表
式
の
爾
部
門
の
物

的
関
係
と
債
値
闘
係
と
に
よ
っ
て
、
初
め
か
ら
規
定
さ
れ
、
そ
し
て
輿
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
(
而
し
て

)
j
i
-
-
そ
の

都
度
奥
へ
ら
れ
た
生
産
技
術
は
諌
め
慨
に
旗
張
再
生
産
の
次
に
来
る
べ
き
時
期
の
技
術
を
も
規
定
し
て
ゐ
る
。
.

N. Bucharin・Dε臼rImper吋ia叫li担smr叩usund di陀eAklm幻lula川tiοndes K王apが)it匂als(Unte町r 
d白emBanner des Ma町叩rロx山 mus，Ja油hr昭~. 1. H. 2) S. "37-ー剛友岡久雄氏課'33頁

15) マルクス説と所謂消費過少説との差異については、色々に論ぜbれてゐる。
そのうち、マルクスに於ては、生産と消費との不均衡が同時に生産諸部門
間D不均衡であり、従って全憾に波及ナるものーであると言ふ事が明にされ
てゐるのに、所謂消費過少説に於てはさうなづ亡ゐない、と主張するも白

14) 



-
(
従
っ
て
)
生
産
の
技
術
的
基
礎
の
捷
化
と
い
ふ
こ
と
は
(
そ
れ
が

c
と
v
と
の
比
例
の
う
ち
に
現
は
れ
る
限

h
ノ
)
不
可
能
だ
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
」
と
。

、、
限
り
、

然
し
な
が
ら
、

、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

本
項
に
想
定
す
る
如
き
場
合
に
つ
い
て
之
-V
一
考
へ
名

生
産
手
段
は
何
れ
の
生
産
部
門
に
於
て
も
共
通
に
、

且
つ
同
じ
割
合
に
於
て
使
用
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ

り
、
且
つ
、
消
費
手
段
に
劃
す
る
資
本
家
の
需
要
比
率
と
崎
労
働
者
の
そ
れ
と
は
同
一
で
あ
る
か
ら
、
資
本
の
有
機

的
構
成
の
高
級
化
の
矯
め
南
部
門
が
異
っ
た
宰
の
蹟
張
を
す
る
事
に
な
っ
て
も
、
「
南
部
門
の
物
的
閥
係
長
』
債
位
閥

係
と
に
よ
っ
て
」
肪
げ
ら
れ
る
事
は
な
い
の
で
あ
る
。

或
は
又
、

資
本
の
有
機
的
構
成
の
離
化
の
行
は
れ
4
0
場
合
に
、

生
産
蹟
臨
が
そ
れ
の
行
は
れ
る
営
該
生
産
部
門

η
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q
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、
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口
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門
i

立
日
間

1
1
4

量
に
十
別
項
に
於
て
言
及
せ
し

っ
て
異
る
(
晶
喝
の
表
式
参
照
)
左
言
ふ
事
に
関
聯
し
て
、

ぞ
れ
等
は
幻
項
に
於
て
批
判
し
た
る
所
で
あ
る
か
ら
、

一
聯
の
異
見
が
悲
で
も
提
出
さ

れ
る
の
で
あ
る
が
、

五
で
は
、
そ
れ
に
鯛
れ
な
い
事
に
す

ヲ
Q

Q斯
〈
じ
て
、
本
項
に
想
定
せ
る
如
き
事
情
の
下
に
之
れ
を
見
る
限
り
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
萩
化
が
必
然

的
に
過
剰
生
産
に
導
〈
と
言
ふ
設
は
、
何
れ
も
成
立
し
難
い
の
で
あ
る
が
.
グ
ロ
ス
マ
ン
は
、
全
然
新
し
き
見
地

か
ら
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
経
化
を
伴
っ
て
行
は
れ
る
資
本
蓄
積
の
必
然
的
行
詰
り
を
論
謹
し
て
ゐ
る
3

嘗

て
、
費
本
の
債
値
構
成
が
年
々
高
根
化
し
、

第
一
年
目
は
、

2

二三
E
-
U
z
-
-
-
Y
口間二日
-
3
L
?
?
回
、
第
二
年

日
は
、
。
1
f
-
F
H
岡田吉ゆき

]
Y
J
J
3
L
g凶
臼

2

・
】
回
、
第
三
年
目
は
、

2
一
戸

E
M
L
S
E忠
L

Y
♂

-
J
，

J

資
本
蓄
積
と
資
本
白
有
機
的
構
成
の
措
型
化

第
三
十
七
巻

五

九

弔
問
就

丹、

が、今日白f直言党主恩はれる。「山田佐太郎氏 L"再生産過縄表式分析序論守一
改造祉版経済宰全集、第十一巻 331.--8頁、猪俣氏前掲ぬ頁、}。 之に反し
て、カウツキーは、資本家的生産Ktきでは資本蓄積が必然的法則として支
配すると言ふ勤を強調する事によそコでY好調消費過少設との差異を見出zん
とし、 (Kaut"，-v.K出 ntheor問.Neue Ztit. XX. 2. S. 80)、シι テルンベ
ルヒぼi所謂消費過少設に於ては不断の消主主過タが論詮され、それが或る
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現
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な
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目
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可
襲
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目
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国
白
日
晶
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国
由
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ロ
C
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M
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日
目
白
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ι
S
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+
印
・
申
日
目
白
p
v
J
↑
?
白
白
{
)
k
v
J
十
町
?
話
h
v
p
+
]
回
日
}
ロ
〕
官
・

な
る
表
式
を
掲
げ
、
資
本
の
有
機
的
機
成
の
高
経
化
は
、
過
剰
生
産
を
来
き
な
い
事
ぞ
主
張
し
に
所
の
バ
ヲ
エ

y

設
を
批
判
す
る
に
営
う
て
、

旨雷同

官、
l
ザ
は
、
「
バ
ク
エ
U
Y

の
表
式
に
於
て
は
、

ω
叫
戸
、
第
三
年
に
於
て

ωμ
・
:
増
加
し
て
ゐ
る
。

資
本
家
階
級
の
泊
費
は
、
第
二
年
於
て

(
帥
ち
、
費
本
家
階
級
の
消
畏
の
増
加
率
が
減
っ
て
ゐ
る
)
。

バ
ク
エ

Y
的
資
本
家
は
、

も
し
か
く
の
如
〈
に
し
て
進
ん
で
行
つ
に
な
ら
ば
、

つ。

や
が
て
死
に
結
へ
初
め
る
で
あ
ら

そ
し
て
そ
の
時
蓄
積
問
題
は
極
め
て
濁
特
の
態
様
に
於
て
解
決
さ
れ
る
で
あ
ら
七
」
と
遮
べ
た
の
で
あ
る
が
、

グ
官
ス
マ
ジ
は
バ
ク
エ

山
川
的
計
算
を
三
十
五
年
ま
で
克
明
に
計
算
し
績
げ
て
、
遂
に
「
資
本
家
が
死
に
結
へ
る
」
事

を
算
出
し
、
此
の
場
合
に
於
け
る
甘

l
ザ
の
設
を
愈
々
明
確
に
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

日
〈
、
「
人
口
増
加
は
我
々

の
同
協
定
に
よ
れ
ば
毎
年
8
%
で
あ
る
。

億
剰
憤
値
量
の
増
加
も
前
提
に
よ
れ
ば
人
口
の
増
加
に
等
し
い
。

期間給滅しづ'-.3t再び現れ z事由詮明が輿へ~，れない、主言ふ駐に於で医
8rjせんとしてゐる。(日ternberg:Der lmperialI5Tnus， 1926， S.日 3)。それはと
にか〈、 rハ消費!自櫨目論詮も、マ Fレタス就に於けるものとは異ヲでゐる。
所開過't、費読の過少消費の論註は色々異ってゐる。それか、資木蓄積率
白差異又は場化に摘する限り、我々は読に之配』もた。資本の慣値構成の略
化の動かb、試みたものに、 y;t.モンテイ暫tがあるの日〈、使用勢働者数



日
炉
、
か
か
る
増
加
率
を
も
っ
骨
剰
債
依
量
か
ら
ャ

及
び
、

更
に
、

追
加
不
盤
資
本

:
・
-
賃
銀
増
加
分
:

(
こ
れ
は
人
口
|
|
従
っ
て
、

v
lー
よ
り
も
急
速
に
増
加
す
る
)
;
:
営
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
向
。
か

〈
て
、
盆
々
膨
張
す
る
資
本
は
、
絶
罰
的
に
は
同
じ
く
増
加
す
る
が
、
併
し
資
本
に
比
し
て
は
ヨ
リ
少
〈
増
加
す
る

と
こ
ろ
の
人
口
に
よ
っ
て
、
増
殖
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
そ
の
結
果
、
債
倍
増
殖
の
基
底
は
相
封
的
に
益
々

狭
小
と
な
っ
て
ゆ
き
、
惑
に
は
帯
殖
不
能
の
僻
儀
な
き
に
至
る
の
で
あ
る
」
と
。
而
し
て
彼
は
、
増
殖
不
能
の
偉
儀
な

き
に
歪
る
年
を
教
事
的
一
般
的
に
公
式
化
し
て
日
〈
、
増
殖
不
能
と
な
る
年
と
は
、
業
の
年
の
借
剰
債
値
の
鱒
量
か

ら
失
年
度
の
矯
め
の
菩
積
額
hv-
差
引
い
た
も
の
が
零
に
な
る
年
で
あ
る
の
従
っ
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、
共
の
年
ぞ
口
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(
5
l
A
J

ふ
i
x

一
iぬ

((言、
l

作
)
巾
作
x

むよ
(

1

北
)
?
?
で
沿
)
ョ
)
で
あ
る
し
。
生
産
力
と
購
買
カ
と
の
封
立
の
問
題
か
ら
離
れ

て
責
本
菩
積
の
行
詰
り
ゃ
-
論
じ
、
又
、
資
本
主
義
一
祉
舎
の
経
掛
的
必
然
的
行
詰
り
を
信
頼
す
る
事
等
に
関
す
る
批
判

× 
ぐ 1"

〆dー、、
1< 

..， 1十
伝・

、、---
国
r-、、

何|雪
、、~.

/一、¥

れ IT
!レー

¥)  

の:~

x 
"'1。

クは
エ惜
ノ'V;2引く

と左
共す
にる
、色、
グ
ロ
ス
マ
ン
の
所
誌
に
は
、
幾
多
の
許
さ
れ
難
き
前
提
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。
先
づ
彼
は
、

人
口
の
増
加
が
年
々
ら

μ
で
あ
る
と
想
定
3
れ
て
ゐ
る
事
を
理
由
と
し
て
、
可
撞
責
本
が
年
々

5
%
づ
っ
、

増
加
し
槙
け
る
も
の
左
想

従
っ
て
不
謹
資
本
は
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
経
化
の
故
に
山
%
づ
っ
、

定
し
て
ゐ
る
。
然
し
、
可
捷
資
本
は
決
し
て
人
口
増
加
に
鹿
じ
て
増
加
す
る
も
の
で
は
な
い
。
(
可
盤
資
本
が
人

資
本
蓄
積
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
国
型
化

第
四
披

五

第
三
十
七
巻

i¥. 

/、ー

100人、ム入賞り年勢賃300アヲン、司、年々 10.000"，}レレの羅紗地が生産
される場合、競季が行はれる結果、 w.~(が2ílO フランに下旬、使用勢働者扱
は200人になるとナる。此の場合にιi、生産物は二倍Lで 20.000エルレと
なるか、努買は、 30・00りフランから ι0.000フランになるだけである。同
様に、資本家利得は、 15.000フラン由ら 2:4.000アヲンになるだけであらう。
斯〈で、消費は生産に及ばな〈なる市主。自1Iち、勢賃が下りながら、他の



資
木
蓄
積
と
資
本
mu
右
機
的
構
成
む
賓
牝

第
三
十
七
巻

ヨ王

第
四
就

i¥. 
四

口
増
加
に
臆
じ
て
増
加
す
る
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
長
年
に
亘
る
失
業
は
生
子
る
わ
け
は
無
い
)
。
資
本
菩
積
に
仲

ふ
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
の
結
果
、
利
潤
率
い
か
次
第
に
低
下
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
グ
ロ
ス
マ
ン
の
指
摘

す
る
資
本
蓄
積
の
行
詰
り
の
生
ぜ
ず
る
蓮
か
以
前
に
、
資
本
菩
積
率
・
は
衣
第
に
低
下
さ
せ
ら
れ
、
グ
ロ
ス
T

ン
の

指
揃
す
る
意
味
に
於
け
る
資
本
菩
績
の
行
荷
り
は
無
限
の
彼
方
に
押
し
や
ら
れ
る
で
あ
ら
っ
。
資
本
蓄
積
率
の
低

下
は
グ
甘
只
寸
ン
の
考
へ
に
知
〈
、
資
本
蓄
積
行
詰
り
の
一
時
制
緩
和
酬
で
な
〈
て
、
グ
ロ
バ
マ
ン
酎
の
費
本
苔

貴
乃
-T
士
一
日
り
当
噂
'fu
時
〈
J

守
主
日
戸
L

，L
わ
-
A

つ
う
。
又
、
グ
ロ
ス
ザ

γ
十
山
内
花
伝
・
一
け
而
民
政
持
党
，
戸
時
¥
十
一

Ehド
ゴ
コ

毛
R
1
〆
札
ノ
4
q
z
-
F
'
'
t
E
臨

C
E
'
t
A
q
d
d

メ
X

1

4

-

〈

一

J

，

}
t
J
1
J
↑
メ

r
、，
n
t
J
4
1
1
1
E
E
H
1吋
J

，W古川
1

d

b

よ』ノヨノ一，，

高
級
化
す
る
も
の
と
想
定
し
て
ゐ
る
が
、
「
資
本
構
成
の
鐘
化
(
は
)
そ
の
高
級
土
な
る
に
つ
れ
て
岡
難
さ
を
加
ふ

る
。
:
:
:
大
事
な
こ

E
は
、
資
本
蓄
積
(
が
)
、

-
・
濁
占
に
導
〈
こ

E
で
あ
る
。
濁
占
(
は
)

進
歩
を
阻
止
し
、
責
本
の
構
成
を
停
滞
的
な
ら
し
め
る
。
」
事
も
看
過
出
来
な
い
。

費
本
蓄
積
と
共
に
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
せ
ら
れ
る
場
合
を
考
察
す
る
に
際
し
、
特
に
明
か
に
す
る
を

要
す
る
の
は
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
と
利
潤
率
と
の
閥
係
で
あ
る
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
扱
化
は

技
術
の

利
潤
率
の
低
下
を
件
ふ
と
言
ふ
7

Y
ク
ス
の
説
は
、
今
日
庚
く
行
は
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
り
、
右
に
掲
げ
た
る
グ
甘

ス
マ
ン
設
に
於
て
も
、
此
の
事
が
立
論
の
根
蝶
の
一
つ
に
な
っ
て
ゐ
る
。
勿
論
ぞ
れ
は
、

マ
Y
グ
ス
の
恐
慌
論
に

於
け
る
様
に
、
「
利
潤
率
低
下
傾
向
の
下
に
於
て
は
、
全
〈
避
け
え
ぎ
る
と
こ
ろ
の
累
進
的
の
蓄
積
集
積
が
、

方

に
勢
働
生
産
力
の
無
制
限
な
る
後
達
を
費
ら
し
、
他
方
に
各
種
生
産
部
門
聞
に
不
均
衡
を
生
-
ぜ
し
め
る
と
共
に
、

ま
に
こ
の
蓄
積
衝
動
に
よ
っ
て
大
衆
の
消
費
を
狭
瞳
な
限
界
内
に
悶
ぢ
込
め
る
。
.

蓋
に
・
:
除
剃
債
値

事情同ーなる場舎に、利潤軍事が下る、と言ふ訣れる側J老1亡立う。
Rえt描 a ，し1_(λlt山1

VIり)S. 26匂3~叫4一一盆岡、高H山I雨氏揮43μ4-寸5頁
高田教授はプノ、 Pンを批併jするに際して、 c'fL回(蓄積が岡滑に進行しうる
矯めには C2+a.c2=円+品川+kJ と言ふl康件白列.IC)なほ突のi康件がその外
に般へられねばな bぬと思」、。 (1)c，: v， =ムC]:山'1) (2:) C~:: v~= .ó. C~; .:lv♂ 
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生
産
上
の
諸
保
件
と
そ
の
貫
現
上
の
諸
保
件
と
の
封
立
の
激
化
:
-
(
が
生
中
β
)
」
と
言
ふ
仕
方
に
於
て
恐
慌

の
説
明
に
用
ひ
ら
れ
る
の
で
な
く
、
「
資
本
主
義
制
度
は
利
潤
率
の
低
下
左
共
に
崩
壊
す
る
、
と
い
ふ
こ
と
は
た
打

'
(
利
潤
率
の
低
下
は
、
利
潤
量
の
相
封
的
減
少
を
一
不
す
草
な
る
指
数
に
過
ぎ
ぬ
。
と
言
ふ
)
意
味
に
於
て
の

、、
.. 、.

み
語
ら
れ
:
・
:
る
に
す
ぎ
向
。
」
の
で
あ
り
斗
利
潤
率
の
低
下
に
よ
っ
て
で
は
な
〈
?
に
だ
、
一
つ
の
官
在
的
の

大
き
と
し
て
の
利
潤
量
の
'
・
・
相
封
的
減
少
に
よ
っ
て
の
み
『
生
産
の
蹟
大
正
憤
値
増
殖
と
の
衝
突
』
が
成
立
す

る
。
』
事
に
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
専
ら
、
利
潤
率
低
下
と
一
一
一
一
口
ふ
事
の
、
準
の
而
が
説
明
に
用
び
ら
れ

叩
心
か
、
利
潤
中
部
十
悦
下
の
意
味
す
る
、
量
の
而
が
説
明
仁
周
ひ
ら
れ
る
か
の
差
で
め
る
。

或
は
、

グ
ロ
λ

マ
ン
に
劃
し

:
、
寸
争
捕
叶
E.AH
〕↑パ
sニ
〉
1
4
p
t
ρ

主

'
l
-
i
f
-
-
7
A
l
-
-
T
i
l
 

-

ん

1
2ノ
イ
パ

l
(
:
J
(
6
7
p

主
長
旬
、

Frh北
p
w咋拍手
h
T
ノ

h
J
i
:
:
二
:
ヲ
E

，士一
r
i
p
-
J
J
6
4
2
ノ

-
M
E
F白
川

J
I
-
-
Nレ

d

k

〈

'

t

J

容
易
に
資
本
主
義
経
掛
は
こ
の
危
険
を
克
服
し
う
る
で
あ
ら
う
。
」
と
言
っ
て
批
判
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

)
〆
払

L

、mf
V
-
J
-
s
h
h
'

ジ、、

1
f
l
i
t
-
f
i
J
:
;
 

(

j

l
】

〈

J

j

i

l

有
し
く
も
利

グ
ロ
ス
マ
ン
の
説
明
の
根
壌
の
一
つ
で
あ
る
所
の
「
利
潤
量
の
相
封
的
減
少
t

一
が
あ
る

の
で
あ
る
か
ら
、
利
潤
率
の
侭
下
を
認
め
な
が
ら
、
斯
〈
批
判
す
る
の
は
、
矛
盾
で
あ
る
。
そ
こ
で
問
題
は
、
資

潤
率
の
低
下
が
あ
る
限
り
、

本
の
有
機
的
構
成
の
高
萩
化
と
利
潤
率
と
の
闘
係
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
我
々
は
、
貨
幣
生
産
部
門
の
資
本
の
有
機
的
構
成
も
同
時
に
同
様
に
、
高
級
化
す
る
も
の
左
想
定
し

て
来
た
。
然
し
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
と
利
潤
峯
と
の
関
係
を
明
か
に
す
る
矯
め
に
は
、
資
本
の
有
機

的
構
成
の
高
級
化
と
債
格
と
の
閥
係
を
見
る
を
便
と
す
る
の
で
あ
h
y
、
其
の
矯
め
に
は
、
一
感
、
貨
幣
生
産
部
門
の

費
本
の
有
機
的
構
成
を
不
描
捜
で
あ
る
と
想
定
す
る
を
便
と
す
る
。
郎
ち
今
、
貨
幣
一
軍
位
営
り
の
生
産
に
要
す
る

資
本
蓄
積
と
資
本
司
有
機
品
川
構
成
の
獲
化

第
四
減

第
三
十
七
巻

主五

丹、

ま1

， 

主言ってゐられる。 -c資木蓄積にI捕ま。第二論， (改造、昭和四年一月競
8，頁)。此の傑件は.資本の有機的構成白不幸量化を言ひめbはナも白であ
るm 従って、それは、資本の有機的降成の艶化は、園滑なる蓄積行程を不
可能なbしめると白所論に外ならぬ。
Otto Kauer: Die AHumulation des K戊pitalrDie Neue Zeit， 31. Jahrg. 1 
Bd. Nr. 23) S. 835-7.貰は彼は、貫一不自償値構成が技術的に規定される事
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な
る

ペコ
の
方
程
式
が
輿
〆¥

ら
れ
る

事

な
る
0 

3と無視してゐる白tであるが、年れにヲいては、;t~j硝「資本蓄積論J一一本誌
第三十七巻第二統一一参照、
kosa: a. a. u. S. 448ー宗道太郎氏欝187頁
Henrvk Grossmann":' D'á;Akf~ü;l;ù[atiotis-llnd lusammenbruchsgesstz des 
Kapitalisth;chen System!o， 1929， S. 180，有揮、 l森谷雨民需225頁
Gro出mann:a. a. O. S. 184-5， ~宰 229-239，一一彼は裁に掲げたるもの主は

資
木
蓄
積
と
資
本
目
有
機
的
構
成
白
幽
型
化

第
四
時
瑞

第
三
十
七
巻

五;

問

八
六

生
産
手
段
並
び
に
努
働
力
の
量
が
依
然
と
し
て
h
項
に
想
定
せ
ら
れ
る
如
き
も
の
で
あ
る
場
合
、

生
産
手
段
並
び

本
項
に
嚢
に
想
定
せ
ら
れ
し
如
き
も
の
に
な
る
と
す
名
。
然
る
時
に

は
、
貨
幣
、
消
費
手
段
並
び
に
生
産
手
段
の
債
格
構
成
決
定
の
基
準
と
し
て
、

imr+十×
g)(工
寺
市

(

f

宅
1

計
三
)(EJ-faγ+
詑

xf)(;吋

に
消
費
手
段
の
生
産
に
要
す
る
そ
れ
等
炉
、

然
る
に
、

此
等
の
方
程
式
に
よ
る
時
に
は
、

¥
U
H
q
∞
g
s
w臥
と
な
る
の
で
あ
る
。

知
ち
、

一r
u
-
-
2
a

一fH
H
C
{戸

L
M

の
場
合
の
そ
れ
と
比
聴
す
る
に
、
利
潤
率
は

三
次
か
ら
弓
混
苧
』
凶
wh

に
低
下
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
生
産
手

段
並
び
に
出
費
手
段
の
債
格
は
H

か
ら
H

C

2

に
騰
貴
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
此
の
債
格
の
騰
貴
は
、
貨
幣
生
産

部
門
に
於
げ
る
生
産
カ
の
不
謹
の
下
に
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
業
の
原
因
は
専
ら
、
本
項
の
想
定
せ
し

所
の
生
産
手
段
並
び
に
消
費
手
段
の
生
産
部
門
に
於
げ
る
生
産
力
の
麓
化
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
‘
資

本
家
枇
舎
に
於
て
、
資
本
の
有
機
的
構
成
が
高
根
化
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
産
費
を
低
下
し
て
、
鈴
剰

刺
潤
を
獲
得
す
る
矯
め
で
あ
り
、
従
っ
て
結
局
、
債
格
営
低
下
せ
し
め
る
潟
め
で
あ
る
。
し
て
見
れ
ば
、
本
稿
に
想

定
せ
ら
れ
た
様
な
生
産
力
の
鐘
化
は
、
生
産
費
増
加
の
法
則
の
支
配
す
る
場
合
以
外
に
は
、
事
貫
上
問
題
と
な
り

得
な
い
。
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
は
、
少
く
と
も
.
そ
れ
に
よ
り
債
格
の
騰
貴
せ
ゴ
る
限
り
に
於
て
の
み

行
は
れ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
、
今
般
り
に
、
本
項
に
想
定
せ
ら
れ
し
程
度
の
資
本
の
債
値
構
成
の
高
級
化

げ
か
行
は
れ
つ
つ
、

債
格
が
不
鍾
で
あ
る
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、

1

2

・

h
-
4
8
a

点。・
1

向川も
h
も
、
・
本
項
に
想
定
せ
ら
れ
し
も

の
の
叶
町
倍
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
却
ち
、

-
2
4
}
 

ロ

U
H
d
a
c
z

】
泊
D

-
H
凶
割
引
で
な
け
れ
ば
な
ら

品
(
)
同
(
-

3
H
d
u割引・

〉品。--

2
1
1
副
司
割
問
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7
(
十
1
J
r
x
F
)

ぬ
。
従
っ
て
、
貨
幣
、
消
費
手
段
並
び
に
生
産
手
段
の
債
格
構
成
決
定
の
基
準
と
し
て
、

筒

2
3
3
H
(
お
ず
+
れ
r
x
g
J
)
(
H
+司
、
こ
よ
れ
一

h
k
u
b
v
L
g
)
(
I
J
な
る
三
つ
の
方
程
式
が
得
ら
れ
、
齢

そ
れ
に
よ
っ
て
、
司
M
L
・
-Ju--
下
回
=
次
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
剖
ち
、
責
本
の
有
機
的
構
成
が
高
級
化
し
つ
つ
和

而
も
債
格
に
麓
化
無
き
場
合
に
は
、
利
潤
奉
に
も
麓
化
は
無
い
。
然
し
な
が
ら
、
既
に
遁
ベ
ロ
慌
に
、
資
本
主
義
世
唱後前

舎
に
於
て
、
費
本
の
有
機
的
構
成
の
高
萩
化
が
行
は
れ
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
h
多
少
な
り
と
も
偏
格
の
低
下
の
行

は
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
の
が
常
で
あ
る
。
然
る
に
、
今
般
り
に
、
本
項
に
想
定
せ
ら
れ
し
程
度
の
費
本
の
債
格
構

成
の
高
級
化
が
行
は
れ
つ
つ
、
債
格
が
多
少
な
り
と
も
低
下
し
得
る
焼
め
に
は
、

h
J
も

pb.~'色
b
1
6
、
右
悠
定

サ
し
も
の
よ
り
も
、
多
少
な
り
と
も
克
に
小
さ
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
η

そ
こ
で
ん
寸
慌
り
に
、

J
H
山
中

γ
f

阿佐
γ
官

MMH

れ
γ
f
b一
円
で
あ
る
と
す
る
。
然
る
場
合
に
は
、
貨
幣
、
消
費
手
段
及
び
生
産
手
段
の
債
格
決
定
の

基
準
と
し
て
、

r(寸
周
+
ー
叶
x
g
)
(
5、v--JH(点下+民

γ町
唱
団
)
(
戸

+
-
J
「
(
軒
下
+
l
p
ι
y
x
g
)
(同十司、〉

な
る
三
つ
の
方
程
式
が
得
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば

J
J
L・
3
R
R
E
P
P
L
己申告白食品噌司、
HMS・-
3
g
w
Tと
な
る
事
に
な

る
。
帥
ち
、

資
本
の
有
機
的
構
成
が
高
級
化
し
ワ
つ
、

而
も
債
格
の
低
下
す
る
場
合
に
は
、

利
潤
率
は
目
掛
騰
す
る
。

費
本
主
義
枇
曾
に
於
て
費
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
の
行
は
れ
る
の
は
、

ぞ
れ
に
よ
り
多
少
な
り
と
も
債
格
の

低
下
の
行
は
れ
得
る
か
ら
で
あ
る
の
が
常
で
あ
る
以
上
、

従
っ
て
、

ぞ
れ
は
利
潤
率
の
低
下
の
原
岡
で
は
あ
り
得

マ
M
Y

ク
ス
は
、
「
彼
れ
(
資
本
家
)
は
.
商
品
の
生
産
債
格
と
ヨ
η
ノ
高
き
生
産
費
を
以
っ
て
生
産
F
れ
る
白

憐
の
諸
商
品
の
市
場
憤
格
と
の
ひ
ら
き
を
、
自
己
の
懐
ろ
に
入
れ
る
(
事
が
出
来
れ
ば
こ
そ
w

資
本
の
有
機
的
構

、f
L
F

、o

f
'
l
'
u
v
 

資
本
蓄
積
主
資
本
の
有
機
的
構
成
白
一
獲
化

第
問
時
制

第
三
十
七
巻

五
三
五

i¥ 
七

量ヲた案合を用ひ、又、異った制をしてゐるが、
との めに、異った符読を書き改めた。
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資
本
蓄
積
と
資
本
の
有
機
的
構
成
白
蜜
化

第
三
十
七
巻

五
三
六

第
四
就

A 
A 

成
の
斯
か
る
高
経
化
を
行
ふ
の
で
は
あ
る
が
)
・
・
:
競
争
は
こ
れ
を
普
遍
化
し
て
二
般
的
法
則
の
下
に
服
せ
し

め
る
。
斯
く
し
て
、
利
潤
率
の
低
下
が
現
は
れ
て
来
ム
。
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
が
、
異
質
は
距
に
反
針
で
あ
っ
て
、

生
産
費
を
低
下
せ
し
め
る
様
な
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
が
普
及
す
れ
ば
、
十
止
に
其
の
故
に
、
他
の
事
情
に

し
て
擾
化
な
し
と
す
れ
ば
、
必
然
的
に
一
般
的
利
潤
率
の
上
昇
が
現
れ
て
来
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
o

'
此
の
事
は
夙
に
ツ
ガ
ン
の
説
明
し
穴
る
所
で
あ
る
。
日
〈
、
「
(
今
、
枇
曾
的
資
本
が
可
盤
貴
本
の
引
か
ら
成

り
、
除
剰
憤
伯
控
ぞ
れ
は
こ
こ
叶
一
は
利
潤
珪
L
し
一
致
す
ろ
は
づ
千
一
-
め
る

j

は
間

μ
で
め
h
¥
且
つ
、
枇
A
M
H

的
生
産
物
が
一
元
的
な
る
使
用
償
値
量
で
言
ひ
あ
ら
は
し
得
ら
れ
る
も
の
を
す
れ
ば
)
、
中
2
山
町

E
l
な
る
表
式

が
得
ら
れ
る
。

a
は
、
(
ご
克
的
な
使
用
慣
値
に
還
元
3
れ
に
)
枇
曾
的
生
産
総
量
を
示
す
0

・
・
・
(
此
の
場
合
)

勢
働
者
の
竿
分
が
機
械
に
よ
っ
て
代
へ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

::EE--
筒
軍
を
斯
す
る
潟
め
に
、
(
機
械
に
よ
っ
て

代
ら
れ
で
)
可
襲
責
本
(
一
元
的
な
使
用
債
値
で
言
ひ
め
ら
は
き
れ
七
)
と
機
械
(
一
元
的
な
使
用
偵
値
で
言
ひ
め
ら

は
さ
れ
た
V

と
が
相
等
し
い
と
す
る
。
・
・
・
・
新
し
き
技
術
的
保
件
の
下
に
生
産
さ
れ
る
生
産
物
量
(
二
ん
的
な
使

用
償
値
で
言
ひ
あ
ら
は
き
れ
に
)
は
、
此
の
場
合
、
減
少
す
る
筈
が
な
い
。
何
と
な
ら
ば
、
若
し
減
少
す
る
な
ら
、

勢
働
力
を
機
械
で
置
き
替
へ
る
事
は
、
鰹
梼
的
に
無
意
味
で
あ
ら
う
か
ら
。
(
ぞ
こ
で
、
偲
h
に
、
新
し
き
技
術
的

保
件
の
下
に
生
産
き
れ
る
生
産
物
量

l
l
二
ル
的
な
使
用
債
伎
で
言
ひ
あ
ら
は
8
れ
た
|
|
は
、
勢
働
カ
の
み
で

生
産
さ
れ
る
場
合
の
そ
れ
と
同
量
で
め
る
と
す
る
。
)
・
E
f
-
-
:
然
る
時
に
は
、
我
々
は
、
俸
剰
生
産
物
(
一
一
万
的
な

使
用
債
値
で
言
ひ
あ
ら
は
し
た
)
は
、
機
械
を
使
用
す
る
事
に
よ
っ
て
、
何
等
減
少
し
な
い
も
の
と
考
へ
ね
ば
な

Gro>smann: a. a. O. S. 197 8諜 247
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ら
ぬ
。
い
印
ち
依
然
と
し
て
、
昨
日
と
考
へ
ね
ば
な
ら
民
。
」
従
っ
て
、
利
潤
卒
は
、
1
叩
5
4
(
l山

!
2仲〈
)
L
g
u
h

で
あ
る
。
「
卸
ち
、
利
潤
李
は
依
然
と
し
て
5
変
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
責
本
の
有
機
的
構
成
の
麓
化
じ
も
拘
ら

争
、
即
ち
、
可
避
資
本
の
竿
分
が
不
費
資
本
と
な
っ
た
に
も
拘
ら
子
、
鍾
化
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
る
。
」
「
以
上
に

機
械
の
使
用
に
よ
っ
て
も
、
枇
曾
的
生
産
物
の
総
量
|
|
一
元
的
な
使
用
慣
値
で
言
ひ
め
ら

は
さ
れ
た

l
lは
、
品
理
化
し
な
い
も
の
を
想
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
・
:
・
:
・
然
し
な
が
ら
、
機
械
を
使
用
す
る
時
に
は

於
て
は
、

人
間
の
手
で
生
産
す
る
時
よ
り
も
事
質
上
生
産
量
|
|
一
元
的
な
使
用
情
値
量
で
言
ひ
め
ら
は
き
れ
に
ー
ー
は
帯

加
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
利
潤
宰
は
不
麗
資
本
の
相
調
的
増
加
の
結
果
増
加
し
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
。
:
・
:
:
斯

く
し
て
我
々
は
、
機
械
仁
よ
る
勢
働
力
の
代
置
は
、
そ
れ
自
身
に
於
て
は
、
利
潤
率
低
下
の
傾
向
含
生
ザ
し
め

F

石
必
み
な
ら
す
h

剖
り
て
刑
潤
李
鵬
貴
の
傾
向
を
生
ヤ
し
め
る
も
約
一

T
T山
O
L
L
o
y
ガ
ン
の
此
説
は
、
帯
し
、

祉
曾
的
生
産
物
が
車
に
一
種
類
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
の
ま
〉
冬
営
す
る
で
あ
ら
う
。
然
し
、
一
枇
舎
的
生
産
物
の
種

類
は
決
し
て
一
種
類
で
は
な
い
の
で
、
其
の
場
合
に
右
の
所
設
が
如
何
に
し
て
貫
か
れ
得
る
か
、
と
言
ふ
問
題
が

産
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
ツ
ガ
ン
は
後
に
此
の
問
題
を
取
扱
つ
に
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
業
の
所
論
の
一

歩
一
歩
に
次
か
ら
・
次
に
誤
謬
ぞ
累
積
し
て
ゐ
る
の
で
、
論
謹
の
債
値
ぞ
持
た
な
い
も
の
で
あ
る
。
殊
に
、
此
の
問

題
を
大
規
模
に
取
扱
は
ん
と
し
た
号
ツ
コ
フ
ス
カ
の
所
論
ド
到
つ
て
は
、
更
に
多
〈
の
誤
認
を
累
積
し
亡
に
過
ぎ

~、伊、。

7

L

 
カ
ク
ッ
キ
ー
は
、
我
々
が
右
に
引
用
せ
し
ツ
グ
ン
の
設
を
批
判
し
て
、
「
こ
の
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
の
は
、

:
・
:
:
抽
労
働
の
生
産
性
の
増
大
が
生
産
さ
れ
た
生
産
物
の
債
格
に
な
ら
の
影
響
を
も
輿
へ
な
い
限
り
に
於

τ、
郎

資
本
蓄
積
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
出
量
化

第
三
十
七
巻

五

七

第
同
時
抗

/、

7u 

Tugan.Raranowsky: Theorie und Geschichte der Ilandebkl'isen in England， 
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資
本
蓄
積
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
鑓
化

第
三
十
七
巻

五

l¥. 

第
四
時
耽

1L 
O 

ち
こ
の
債
格
が
元
の
ヨ
リ
小
い
勢
働
の
生
産
性
の
下
に
あ
っ
た
場
合
と
、
同
じ
程
度
に
留
ま
る
限
り
に
於
て
で
め

る
。
そ
の
限
り
に
於
て
、
そ
の
資
本
家
は
特
別
利
潤
を
あ
げ
、
従
っ
て
増
加
し
た
利
潤
牽
を
あ
げ
る
。
と
こ
ろ
が

こ
の
特
別
利
潤
は
他
の
資
本
家
を
誘
惑
し
て
、
彼
等
の
工
場
の
中
に
改
良
を
移
入
さ
せ
る
。
競
争
が
そ
れ
を
強
要

す
る
。
か
〈
て
、
営
該
生
産
物
の
慣
格
は
・
次
第
に
低
下
し
、
従
っ
て
ま
た
利
潤
奉
も
低
下
す
る
よ
と
、
一
一
一
回
っ
た
の

T
あ
る
が
、

枇
曾
的
生
産
物
の
積
額
の
多
種
な
る
場
合
じ
闘
し
て
、
十
分
に
考
へ
掻
く
な
ら
ば
、
我
々
の
撞
の
展

鶏
に
よ
っ
て
明
"
が

P
あ
ろ
業
，
、

i

l

i

:

l

;

1

1

 

)

Y

T

J
ペむ
H
6
1
日
司
f
-
p・2
》

}

屯

}

・

;

・

L一
叫
川
バ

?
=
:
4
t
4
1主
主
ト
ド

l
官

4
2
2
Q
5
江
工
チ
/
る
力
炉
、
容

易
に
理
解
し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

以
上
に
於
て
は
、
我
々
は
、
専
ら
資
本
の
技
術
的
構
成
、
(
一
定
の
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
生
産
手
段
量
を
、

同
一
の
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
生
き
た
勢
働
の
量
で
割
っ
た
も
の
)

の
高
級
化
と
利
潤
翠
と
の
閥
慌
の
み
を
研

討
し
た
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
費
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
正
利
潤
率
と
の
閥
係
に
於
て
問
題
の
生
や
る

貼
は
、
専
ら
此
の
一
黙
で
め
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
資
本
の
有
機
的
構
成
は
、
資
本
の
枝
術
的
構
成
の
不
麗
な

る
場
合
に
も
生
じ
得
る
の
で
あ
り
、
且
つ
其
の
事
が
利
潤
傘
の
晶
理
化
ぞ
来
す
。
然
し
、
斯
か
る
理
由
に
よ
る
費
本

の
有
機
的
構
成
の
盤
化
と
利
潤
率
の
麗
化
E

と
の
聞
の
闘
係
は
、
殊
更
に
論
争
る
迄
も
な
〈
、
自
明
の
事
で
あ
名
。

印
ち
、
費
本
の
技
術
的
構
成
に
鍾
化
を
生
や
る
事
な
〈
し
て
、
質
質
勢
賃
の
切
下
げ
、
融
労
働
日
の
延
長
又
は
勢
働

者
生
活
必
需
品
の
生
康
費
の
低
下
等
が
行
は
れ
る
時
に
は
、
そ
の
事
自
身
は
、
資
本
の
債
値
構
成
金
高
め
つ
つ
利

潤
宰

ee高
め
、
生
産
手
段
の
生
産
費
が
高
〈
な
る
時
に
は
、
そ
の
事
自
身
は
、
資
本
の
債
値
構
成
を
高
め
つ
つ
利

Tugan-Barannwsky・Theoretisd日 Grlindlagenòe~; ~1aT x ismus) 1905，月.176庁.
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潤
恋
?
を
低
め
る
。
此
の
最
後
の
賠
ピ
け
は
、

資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
と
利
潤
峯
の
抵
下
と
を
必
然
的
に
結

び
つ
け
る

?
y
ク
ス
の
所
設
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
が
、

資
本
蓄
積
論
に
於
て
問
題
に
な
る
所
の
資
本
の
有
機
的

構
成
の
高
経
化
は
、
主
と
し
て
、
生
産
費
の
低
下
と
結
び
つ
い
た
そ
れ
で
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

右
の
最
後
の
勤

は
、
資
本
蓄
積
論
に
於
け
る
費
本
債
値
構
成
高
萩
化
の
問
題
と
し
て
は
、
さ
し
た
る
重
要
性
を
持
た
な
い
。

以
上
に
於
て
我
々
は
、
費
本
蓄
積
と
同
時
に
費
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
の
行
は
れ
名
時
に
も
、
業
の
事
ば
、

利
潤
宰
・
の
低
下
を
仲
は
ぎ
る
の
み
な
ら
子
、

何
等
の
不
均
衡
を
ち

叉
、
本
項
に
想
定
せ
る
如
き
場
合
に
於
て
は
、

必
然
的
に
生
ぜ
し
め
な
い
、

然
し
な
が
ら
、

資
本
蓄
積
と
同
時
に
資
本
の
有
機
的

と
言
ふ
事
公
見
た
の
で
あ
る
。

構
成
の
高
級
化
の
行
は
れ
る
場
令
に
は
、

本
現
に
細
川
定
サ
芯
如
、
事
場
合
仁
つ
い
て
見
可
も
、
山
川
一
つ
の
問
題
が
勝

っ
て
ゐ
る
。

タピ

1
Z
買
各
乃
一
廷
と
乃
J

司
盟
戸
-
ち
る
。
叩
ら
、

4
d刊
、

u
r
1
4
4
f
L
G
J一
d
1
〆

l
r
U
E月
F

t

一
P

凶
上
仁

:
l

例
~
ぱ
我
々
の
諜
に
味
用
し
た
芯
最
機
の
例
閣
の
物

に
つ
い
て
見
る
に
、

生
産
手
段
設
ぴ
に
消
費
手
段
の
債
格
は
、

い
づ
れ
も
、

-
2
3
2主
に
な
っ
て
ゐ

3
0
此
の
債

格
が
何
時
か
ら
支
配
す
る
か
は
、
事
賞
の
観
察
に
ま
つ
ぺ
き
も
の
で
あ
る
が
、
大
韓
、

そ
の
生
産
が
枇
曾
的
一
般

的
に
支
配
す
る
事
に
な
っ
た
時
か
ら
で
あ
る
と
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
従
っ
て
、
夫
期
の
生
産
物
の
各
一
間
単
位
の

債
格
構
成
は
、
此
の
新
し
き
債
格
に
従
っ
て
、
ー
辛
f

比
較
F
(お
f
+
点
子
)
[
、
、

u
S
Fさ
き

で

あ
る
と
考
へ
る
事
一
か
出
来
る
。
今
、

h
項
の
場
合
と
同
様
に
、
貨
幣
は
生
産
さ
れ
や
、
次
々
期
の
旗
張
率
は
抱
一
日

で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

f
(仇十
J

+
お
下
)
中
で
あ
る
。
然
る
に
、
衣
期

ω矯
め
の
生
産
手
君
、
嚢
に

示
し
た
る
如
く
三
で
あ
る
か
ら
、
常

f
h
p
f
-き
で
あ
る
。
従
っ
て
、

i
f
-
-
5

る
笹
で
あ
る
。
従
っ
て
、
実
期
の
生
産
物
の
異
の
債
格
構
成
は
、

で

あ

資
本
蓄
積
と
資
本
の
有
機
的
構
成
の
描
型
化

第
四
披

ずし

第
三
十
七
巻

五

7L 

比四監は、グロスマ γ も指摘せし所てある oGrossmann: a. 8.. O. S. 186 

(b及びC)
37) 



資
本
蓄
積
と
資
本
白
宥
機
的
構
成
の
襲
化

第
三
十
七
巻

査
四

O

第
四
披

大A

h・4

国E司

】

E
E
・
叶
♂
+
を
)
串
-
ヂ
ペ
ナ
串
(
}
∞
・
申
告
ω
H凶
ι小
宮
山
E

印

M

品
目
高
品
-
u
r
+
一
忌
∞
ゅ
・
由
f
+
】3
U
一
円
安
出
』
"
∞
ω
丘
】
切

で
あ
忍
筈
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
次
期
の
生
産
に
用
ひ
ら
れ
る
今
期
の
生
産
物
は
、
そ
れ
が
今
期
に
於
て
、
究
一

期
の
矯
め
に
需
要
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
今
期
の
債
格
に
於
て
寅
買
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
従
っ
て
次
期
の

生
産
物
の
現
買
の
慣
値
構
成
は
、

品目
w
宅
、
日
戸
+
同
(
∞
ι
o
f
+
-
-
D
C
N
E
M
H
C
U
J
E
-
-
H
品
川
い
品
、
吋
J
l
f
h
(
}
即
日
よ
十
品
C
a
明

N

自日山
J
Z
P
F

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
帥
も
第
生
産
部
門
に
於
て
は
富
山
ア

5
2
H
2
だ
け
、
第
二
生
産
部
門
に
於
て
法
、

E
U
l
告

r
E
Y川
町
、
次
期
工
が
り
名
親
買
切
利
融
は
、
異
の
利
潤
よ
り
も
滅
少
せ
し
め
ら
れ
る
事
と
な
る
で
め

ら
う
。
而
色
此
の
過
程
は
、
債
格
の
麗
化
大
で
あ
り
、
且
つ
、
不
均
等
で
あ
る
時
に
は
、
相
営
の
混
乱
を
生
ぜ
し

伊国司

阻E

め
る
で
あ
ら
う
。

以
上
に
於
て
我
々
は
、
生
産
手
段
生
産
部
門
に
於
で
も
、
消
費
手
段
生
産
部
門
に
於
て
も
、
同
様
な
る
資
本
の

有
機
的
構
成
の
高
経
化
が
行
は
れ
る
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
賞
に
於
て
は
、
各
生
産
部
門
に
於
て
行
は
れ

る
資
本
の
有
機
的
構
成
の
高
級
化
の
程
度
は
そ
れ
ぞ
れ
異
る
で
あ
ら
う
。
此
の
事
は
、
本
項
に
想
定
せ
る
如
き
場

合

l
l責
本
家
の
需
要
比
率
と
勢
働
者
の
そ
れ
と
が
相
等
し
く
、
各
種
生
産
物
の
生
産
に
要
す
る
各
種
生
産
手
段

の
聞
の
比
率
の
相
等
し
い
場
合
1
1』
に
つ
い
て
見
る
限
り
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
盤
化
と
各
生
産
部
門
聞
の
均

衡
と
の
開
係
及
び
、
資
本
の
有
機
的
構
成
の
盤
化
と
利
潤
牽
・
の
麓
化
と
の
開
係
に
闘
す
右
上
越
の
所
論
に
は
何
等

の
襲
化
を
来
き
な
い
で
あ
ら
う
が
、
債
格
の
麓
化
に
よ
る
現
賓
の
利
潤
の
其
の
利
潤
か
ら
の
背
離
の
問
題
念
、
愈

々
切
買
な
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
。


